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創業 40周年に向けた特別株主優待の追加実施に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年５月 28 日開催の取締役会において、当社株式を中長期に亘り継続して保有いた

だいた株主の皆様へ、来る 40周年を記念する特別株主優待の追加実施をすることについて、下記の

とおり決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 
 

記 

 

１．創業 40周年に向けた特別株主優待の追加実施について 

（１）実施の理由 

当社は、2022年４月８日をもちまして創業 40周年を迎えることとなります。これもひとえに、

株主の皆様をはじめとして、これまでお力添えをいただいた多くの皆様のご支援の賜物と心より

感謝申し上げます。 

この度、株主様の日頃のご支援に感謝の意を表するとともに、これまで当社株式を中長期的に

亘り保有して頂いております株主の皆様に、従来の株主優待に加え、創業 40周年に向けた特別株

主優待を追加実施することといたしました。株主の皆様におかれましては、現在当社が取り組ん

でおります「新生ひらまつ」に向けた様々な取組みをぜひご体感ください。今後も中長期に亘り

継続して保有いただける株主様を対象とする優待制度の拡充を検討してまいります。 

 

（２）創業 40周年に向けた特別株主優待の概要 

①特別株主優待の内容 

対象となる株主様に対し、保有期間と保有株式数に応じて、当社レストラン、ホテルのご招待

券を贈呈いたします。 

 
 
 



 

【現在の株主優待の内容】 

保 有 株 式 数 100株以上 500 株未満 500株以上 

レストラン・ホテルにおける  

ご宿泊及びご飲食代の優待内容 
10％割引 20％割引 

 
上記に加え、下記の特別株主優待を追加実施いたします。 
 
【創業 40周年にむけた特別株主優待の内容】 

保有株式数 
および 

保有期間 

100株以上 
かつ 

10年以上 

1,000株以上 
かつ 

5年以上 

10,000株以上 
かつ 

3年以上 

贈呈内容 全国共通 ペア・ランチ券 

ペア 宿泊券                   
（THE HIRAMATSU 京都 又は                
THE HIRAMATSU 軽井沢 御代田    

/平日一泊朝食付） 

 

②対象となる株主様 

2021 年９月 30日を基準とする当社の株主名簿に記載又は記録された株主様のうち、2021年９

月 30日時点において上記の保有期間の間、上記の保有株式数以上の当社株式を継続して保有する

株主様を対象といたします。 

※ 継続して保有する株主様とは、2021 年９月 30 日付の当社株主名簿に、同一の株主番号で

３年、５年又は 10年以上継続して記載又は記録されている株主様（３月 31日付及び９月

30日付の株主名簿に、３年以上の継続保有の場合は 2021 年９月 30日を含め７回以上連続

して、５年以上の継続保有の場合は同様に 11 回以上、10 年以上の継続保有の場合は同様

に 21回以上、同一の株主番号で継続して記載又は記録されている株主様）といたします。 

※ ペア宿泊券及びペア・ランチ券の両方の要件に該当する株主様には、ペア宿泊券を贈呈い

たします。なお、ペア・ランチ券の両方の要件に該当する場合でも、ペア・ランチ券が二

重に贈呈されるものではございません。 

※ なお、婚姻又は転居に伴う株主名簿の記載内容の変更により、株主番号が変更されてしま

った場合に限り、長期保有優遇制度の対象といたしますので、当社の株式名簿管理人であ

る三井住友信託銀行証券代行部（TEL：0120-782-031 平日９:00～17:00）までご連絡くだ

さい。 

 

③贈呈の時期 

2021年 12月以降の発送となる予定です。 

 

現在、飲食・サービス業界は厳しい環境に直面しておりますが、当社は独自の安全基準となる「ひ

らまつスタンダード」を徹底の上、皆様をお迎えしております。 

新たな取組みとして、お料理に合わせたソムリエおすすめのノンアルコールカクテルや、ノンア



 

ルコールスパークリングワイン、厳選された高付加価値な日本の緑茶や台湾の青茶などの提供や、

一部店舗においてテイクアウトやデリバリーの充実を図るなど、新たな事業領域の取組みも加速さ

せております。 

 

今後も当社のさらなる飛躍的な成長に向け、株主の皆様と共に企業価値向上を目指してまいりま

す。 

以上 


